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研究成果の概要（和文）：本研究を通じて，都市内部のハザードとの空間的社会条件，災害リスクについてミク
ロに分析することで，近年の都市問題と災害リスクの相関につき検討することができた。現地調査では，サンフ
ランシスコ市役所に新設されたレジリエンス復興室や現地消防・防災当局等を訪問し，マイノリティを包摂する
防災の諸課題に着目してみると，災害の復興過程は，ジェントリフィケーションをもたらすだけでなく，過度に
ジェントリフィケーションが進行した地区ばかりで構成される自治体においては公助の担い手である消防・警察
等の公務員でさえ市内居住できない課題が浮き彫りになった。得られた知見を学会等の場で発表し，議論を深化
することができた。

研究成果の概要（英文）：Through this research, we were able to examine the relationship between 
recent urban issues, socio-economic conditions, and disaster risks within cities. During the field 
survey, we visited the newly established Office of Resilience and Recovery at the City and County of
 San Francisco and the local fire and disaster prevention authorities. It became clear that even the
 firefighters, police, and other civil servants, who are the first responders of disaster 
emergencies, cannot live in the same city due to hyper-gentrification that has progressed 
excessively. The findings were presented at academic conferences to be deepened by upcoming research
 project.

研究分野：人文地理学，地理学，災害論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は，欧米の地理学研究において蓄積がある大気や水質汚染等の分布とインナーシティとの相関を明らか
にしたミクロな環境正義にかかる社会地理学的研究の手法を援用して，従来，途上国開発やグローバル化の文脈
から，国や地方のスケールで扱われることが多かった災害リスクと脆弱な集団に関する研究のミクロ化を図り既
存のインクルーシブ防災の議論と融合させることにより，都市社会地理学における防災へのアプローチに新たな
地平を拓く一助とする学術的意義を有している。また，社会的包摂を重視した復興指針／国際的防災枠組の実践
に対する人文地理学的貢献という社会的意義も視野に遂行した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年の都市の防災をめぐる地理学的議論では，自然災害の影響を被りやすい貧困層，エスニッ
ク・マイノリティ，子ども，女性，障害者等の脆弱な集団に目を向け，そうした集団を代表する
組織や個人が発災以前から防災に関与を促す動きがみられる。グローバル化・新自由主義化にと
もなう経済格差の増大のなかで，先進国と途上国の比較を通じて災害リスクに対し不均一に脆
弱な集団の存在を指摘した研究は豊富に行われ，こうした研究が国際 NGO 等による途上国防災
への支援・実践にも活かされている。しかし，これらは国・地域レベルのマクロな視点から地理
的不均等発展の文脈でリスクの格差を提示するものに偏重しており，先進都市の内部にみられ
る格差と，自然災害に脆弱な街区との相関に着目してミクロな分析を施した研究は限定的であ
る。国際機関や国レベルでの政策形成主体と，ローカルな実践者との間の認識のギャップが地理
学研究においても指摘される。一方で，社会地理学研究においては，災害リスクに直接焦点を当
てたものは多くない。マイノリティ貧困層への多重剥奪等，インナーシティ問題と災害リスクと
の相関の理解を通じて，都市の災害リスクをいかにして，どの程度軽減できるか精緻に検討する
「ボトムアップ」式の実証研究アプローチが求められている。 
 
 
 
２．研究の目的 
  そこで本研究は，経済的・物的窮乏による多重剥奪(負の連鎖)がみられる地区を複数有する米
国大都市圏を事例として，インナーシティと災害リスクとの関係性についてミクロなスケール
から分析することを目的とした。調査対象地であるカリフォルニア州サンフランシスコ・ベイエ
リア(広域都市圏の人口約 756 万人)は，大規模な地 震災害に見舞われ(1906 年サンフランシス
コ大地震:M7.8 や 1989 年ロマ・プリータ地震:M6.9)，他都市圏と比して防災・減災に積極な政
策をとる。こうした都市圏において，多様化する防災の担い手が，インナーシティ問題をどの程
度認識して対策を講じているか，また，多様な都市問題の解決と防災との「連動」を図っている
地域と，そうでない地域との間にみられる差異等を踏まえつつ，都市防災ガバナンスの可能性と
課題を地理学的な視角から究明し，都市政策と防災政策との相互連関の課題を論じることを目
的とした。 
 
 
 
３．研究の方法 
まず，社会的脆弱性と災害リスクについての文献レビューを行い，調査計画を立てた上で，サ
ンフランシスコ・ベイエリアで現地調査を実施した。最初の調査では，都市圏内における社会経
済的状況を把握するための統計データの収集に努め，同時に地元自治体及び広域自治体連合内
にて防災・減災の政策制度について資料 収集と聞き取りを実施した。 現地調査では，行政（州・
市／郡）の都市計画局，防災・危機管理関係部局，大学・研究機関を往訪し，本研究に活用し得
る社 会経済的データや都市再開発に関するデータ収集を行う。これらを通じて，多元的価値観
を有する市民で構成される米国都市における既存の防災ガバナンスの主体，政策，制度の内容を
検討した。 また，合衆国センサスから社会経済的属性をもとにインナーシティ，ジェントリフ
ィケーションとの関連から GIS・地域統計分析を行った。更なるデータ収集のため，現地調査を
計画したが，新型コロナウィルスの蔓延による渡航・入国制限が期間中に続き，研究期間を延長
したが事業終了時までに再開できず断念せざるを得なかった。 
 
 
 
４．研究成果 
（成果の概要） 
本研究では，都市内部のハザードとの空間的社会条件の視点から，実際の自然災害と都市内部
の環境を調査した。現地調査では，ロックフェラー財団の支援によりサンフランシスコ市役所に
新設されたレジリエンス復興室(Office of Resilience and Recovery)，カリフォルニア大学バ
ークレー校，サンフランシスコ公立図書館等を訪問し，耐震化支援，リーダーシップアカデミー
等の若手防災啓発事業に関する情報や文献を収集した。 
また，サンフランシスコ・ベイエリアで進行するジェントリフィケーションに関する空間分析
やメディア分析を進めた。さらに，ルイジアナ州ニューオーリンズで生じたハリケーン災害と人
種・エスニシティにかかる文献を整理した。 
米国都市の防災関係機関（消防，危機管理局，地質調査所等）をフィールド調査して，マイノ
リティを包摂する防災の諸課題に着目してみると，災害の復興過程は，ジェントリフィケーショ
ンをもたらすだけでなく，過度にジェントリフィケーションが進行した地区ばかりで構成され



る自治体においては公助の担い手である消防・警察等の公務員でさえ市内居住できない課題が
浮き彫りになった。かかる地域の来住人口は富裕若年層に偏る場合が多く，コミュニティの諸活
動への参画意識の低い若手中心の高級化した都市における共助の欠如も懸念される。その点に
ついての予察的論考を雑誌にて発表し，その内容を仙台において実施された研究会等で発表し
討議するとともに，消防・防災に従事している実務者等に共有し研究成果の還元を行って，実務
者の視点か らフィードバックを得た。 
その後，追加の現地調査を集中的に実施する予定で準備していたところ，新型コロナウイルス
感染症の世界的蔓延に伴って実施延期を余儀なくされ，オンライン上での情報収集や論文整理
等の活動にとどまった。しかし，本課題研究からは，研究代表者が遂行予定の次の基盤研究を通
じて発展させていく，重要な着想やデータを得られ，コロナ禍の海外調査における諸制約その他，
所属機関の変更等の影響を受けたなか，重要な知見を得ることが出来たと言える。 
 
 
（研究成果の学術的意義や社会的意義） 
 本研究は，ミクロな都市社会地理研究と防災研究とを融合させた点に学術的意義を見出せる。
欧米の地理学研究において蓄積がある大気や水質汚染等の分布とインナーシティとの相関を明
らかにしたミクロな環境正義にかかる社会地理学的研究の手法を援用して，従来，途上国開発や
グローバル化の文脈から，国や地方のスケールで扱われることが多かった災害リスクと脆弱な
集団に関する研究のミクロ化を図った。既存のインクルーシブ防災の議論と融合させることに
より，都市社会地理学における防災へのアプローチに新たな地平を拓く一助となることを目指
した。 
また，社会的包摂を重視した復興指針／国際的防災枠組の実践に対する人文地理学的貢献と
いう社会的意義も含意する。すなわち「東日本大震災からの復興の基本方針」（2011）では，「声
を出しにくい人々に配慮し，誰をも排除しない」復興過程における社会的包摂の実現を謳ってい
る。また国連防災行動指針である「仙台防災枠組 2015-2030」（2015）は，災害に脆弱な多様なス
テークホルダーの事前参加を促している。しかし，ミクロなレベルで防災取組における弱者への
配慮等の効果について検証した研究は乏しく，またこれらを実現するための具体的な制度政策
構築の準拠枠や実例が，復興や防災の実践者に対し充分に提示されているとは言い難い。本研究
を通じて米国の実践事例から得られた課題や克服の方途を，国内の他の研究・支援事業を通じて
提示することで，復興・防災の実践に対して人文地理学からの貢献を企図したものである。 
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